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上座仏教の展開
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青山 亨

東京外国語大学

東南アジア史の枠組み東南アジア史の枠組み

交易の時代（交易の時代（1616～～1717世紀中頃）世紀中頃）

日本軍政期（日本軍政期（19411941～～4545年）年）

ASEANASEAN（（19671967年～）年～）

初期国家（初期国家（11～～55世紀頃）世紀頃）

上座仏教と大乗仏教の伝播 東南アジアの上座仏教諸国

国 人口 割合 仏教徒数

タイ 65,905,410 94.6% 62,346,517

カンボジア 14,494,293 96.4% 13,972,498

ラオス 6,834,942 67% 4,579,411

合計 80,898,427

仏教の展開

• 初期仏教（前5世紀頃）
– 仏陀とその弟子たちの時代

• 根本分裂→部派仏教（仏滅100年後～400年後）
– 上座部系11部、大衆部系９部
– 上座部：保守的、大衆部：進歩的座部 保守的、大衆部 進歩的

• 上座仏教
– 上座部系仏教の延長

• 大乗仏教（西暦紀元前後）
– 部派仏教内部の思想運動として発生
– 大乗的「菩薩」の出現
– 新しい経典を制作（般若経、法華経、華厳経など）

大乗・密教・「部派」混在の時代

初期仏教

上座部大衆部

部派仏教

部
（上座系部系）

部
（大衆部系）

上座仏教

大乗仏教

密教

大乗仏教密教
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上座仏教の展開

• 大乗・密教・「部派」混在の時代

• 11世紀半ば

– ビルマのパガン王朝がモン族・スリランカから上
座仏教を導入座仏教を導入

• 13世紀半ば

– タイのアユタヤ王朝がビルマから上座仏教を導
入

• スリランカと東南アジアの交流

２世紀頃の
東南アジア

～初期国家の形成～

２世紀頃の
東南アジア

～初期国家の形成～

オケオ

交趾

前漢

扶南

林邑（チャンパ）

５世紀頃の
東南アジア

～インド化された国家の出現～

５世紀頃の
東南アジア

～インド化された国家の出現～

南北朝時代

扶南

チャンパ

タールマー国 クタイ

８世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

８世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

唐

チャンパ

真臘

ドヴァーラヴァティー

驃（ピュー）

義浄（7世紀）

シュリーヴィジャヤ

シャイレーンドラ

パレンバン

マラユ
（ジャンビ）

11~12世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

11~12世紀頃の
東南アジア

～インドの影響を受けた諸国家～

宋

占城（チャンパ）アンコール

パガン 李朝大越

三仏斉

クディリ

アンコール

15世紀頃の
東南アジア

～上座仏教とイスラームの影響～

15世紀頃の
東南アジア

～上座仏教とイスラームの影響～

明

チャンパ
カンボジア

黎朝大越

アユタヤ

アユタヤ

スペインの到来（16世紀）

マジャパヒト

マラッカ

マジャパヒト
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ありがとうございました。
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